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栄養の宝庫 ｢蜂の子｣

アピセラピー (ミツバチ生産物や峰針などを

用いる健康法,ミツバチ療法)が最近ますます

人気を集めている.ローヤルゼリーやハチミツ,

プロポリス,花粉などを健康食品として摂取す

ることもこのアピセラピーに含まれるが,人気

の理由は何といってもミツバチという長い間私

たち人類と共存してきた生き物が,自然の恵み

を媒介して届けてくれるという安心感が大きい

ように思われる.健康食品市場でミツバチ生産

物が長い間人気を維持していることは,この安

心感とともに,一方で多くの人たちが体質改善

などの実効果を体感してきたという事実にもよ

っている.

最近こうしたミツバチ生産物の中でも,注目

を集めている素材が ｢蜂の子｣である. ここ数

年で複数のメーカーが製造,販売を手がけるよ

うになり,健康志向の中高年を中心に愛用者が

増え,年齢層も広がっている.

鳴海 周平

歴史的背景

蜂の子を食する習慣は昔からあった.特に長

野県や岐阜県といった虫部地方では,古くから

貴重なタンパク質源としてさまざまな料理に

応用されてきた (図 1).ここでいう蜂の子は,

上記地域では主に ｢へボ｣と呼ばれるクロスズ

メバチの幼虫や蛸であり,本来はミツバチでは

ない.佃煮などは今でも人気の土産品となって

いて,現在ではその一部はミツバチの蜂の子

(蛸)を原料として生産されている.

お隣り中国では2200年も昔の薬学書 ｢神農

本草経｣に蜂の子の効用が記載されている.

｢神農本草経｣では漢方の生薬を人体に及ぼ

す影響によって,上薬 ･中英 ･下薬の3種頬に

大別しており,ミツバチの子は ｢峰子｣として

上薬に分類されている.ちなみに上薬 ･中英 ･

下薬の定義は次のようなものである.

図 1 へぼめし (左上)に代表され

る蜂の子料理,佃煮類や五平もち(右

下)まである.これらの料理で使わ

れる蜂の子は,クロスズメバチ (右

上)の幼虫や桶である.
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表 1｢蜂っ子｣の臨床効果

年齢 41歳 91歳 55歳 70歳 77歳 76歳 71歳 72歳 76歳 62歳 37歳 83歳

性別 女性 女性 女性 男性 女性 女性 女性 男性 女性 女性 女性 女性
RA RA RA RA RA/DM DM 橋本病 橋本病

疲れにくくなった ○ ○
体が軽くなった ○ ○

lきにくくなる

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇
○ ○

強ばり取れる 〇 〇 〇 〇
肩こり取れる 〇 〇 〇 〇 〇
体温まる 〇 〇 〇
筋肉のひきつり取れる ○
不眠に効果的

イライラによい

RA=慢性関節リウマチ,DM=糖尿病,橋本病=慢性甲状腺 炎 ,○ は 改善効果のあった症状

上薬･-君 (くん).不老長生の効果があると

される.害はなく連続して服用でき,身を軽く

し,体力を増す.

中薬-･臣 (しん).病を防ぎ,体力を補うも

ので,毒の有無をわきまえて適宜用いなければ

ならない.

下薬･-佐使.病を治すことを目的とする.

しかし毒性も強いため長期間の服用は慎まなけ

ればならない.

つまり蜂の子は長期間服用することで体質を

改善し,若返りの効果が期待できる漢方生薬と

して,中国の長い歴史の中で珍重されてきたも

のといえる.ちなみに同じ上薬に分類されてい

る素材として,霊芝 (サルノコシカケ)や朝鮮

人参,ハチミツなどがある.
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臨床効果

私たちは 1999年から,蜂の子 (ミツバチの

雄蜂の嫡粉末)を 100%使用した健康食品 ｢蜂

っ子｣を扱っており,当初よりこの商品を用い

た臨床試験を,北海道の新十津川町にある花月

クリニックの辻和之医学博士に委託し,さまざ

まなデータを得てきた.

2002年 5月には3年間の臨床データを東洋

医学会学術総会で,辻博士に発表していただき,

多くの医学関係者から関心を集めることとなっ

た.その発表内容の概要は以下の通りである.

臨床に用いた ｢蜂っ子｣は,採りたてのミツ

バチの桶を凍結し,乾燥したものを粉末にして

カプセルに充填したものを用いた. 1カプセル

内に6匹分 (250mg)の雄の蜂児が含まれて

投与前 投与後

図 2 投与前後のNK細胞活性値の変動

a)基準下限値である171を超えていなかった12例中 10例で下限値を超えて増加した.b)投与

前後の平均の差は統計的に有意な差であった (Wilcoxo】1検定,p<0.005).



いる.

対象患者は 12名で,平均年齢は67,5歳,

そのうち 10名は疲れやすい症状のある気虚の

患者である.また,主な基礎疾患には,慢性関

節リウマチ (5名),糖尿病 (2名),慢性甲状

腺炎 (2名)などがあった (表 1).

これらの患者に 1日2カプセル (500mg)

の ｢蜂っ子｣を空腹時に服用してもらい,投与

2週間後の自覚症状の改善効果や,免疫機能の

改善度の指標としてNK細胞活性を測定して,

服用の効果について検討した.

表 1には各患者ごとに効果のあった症状を示

した.総括すると,疲れにくくなった,体が軽

くなった,風邪をひきにくくなったなど ｢気虚｣

に対する改善効果がみられた.また,食べ物の

味がよくわからず食欲がない患者が,食べ物の

味がわかるようになり,食欲が進み元気になっ

たという ｢牌気虚｣の改善効果もみられた.特

に ｢牌気虚｣がある患者で,四君子湯類を用い

て改善効果が見られなかった場合であっても,

｢蜂っ子｣の追加投与で十分な改善効果が得ら

れた.

他にも慢性関節リウマチのある患者が,関節

のこわばりや肩こりが改善し,体が温まる効果

があった.よく寝られるようになったり,イラ

イラしにくくなった,という改善点もみられた.

｢蜂っ子｣投与前後のNK細胞活性の個別

データを比較してみると,基準下限値である

17.1を越えている2例には増加が見られなか

ったが,投与前に基準値以下であった 12例の

うち 10例が基準下限値を超えて増加した (図

2a).｢蜂っ子｣投与前のNK細胞活性の平均値

は 14.2と基準下限値 17.1より下回っていた

が,投与後は平均24.1と基準下限値を大きく

上回り,有意にNK細胞活性が上昇しているこ

とが確認された (図2b).

｢蜂っ子｣は性味は,｢甘｣,｢平｣というより

は,体を温める効果があることから,｢甘｣,｢温｣

と考えられる.帰経は,｢牌気虚｣に対する改

善効果があることから,主に ｢牌｣であり,よ

く寝られるようになったという ｢安神｣効果が

あることから ｢心｣,イライラや筋肉のひきつ

121

表2 ｢蜂っ子｣の栄養成分 (100 g当たり)
エネルギー 478kcal
水分

タンパク質

脂質

灰分

炭水化物

食物繊維

ナトリウム

リン

秩

カルシウム

カリウム

マグネシウム

亜鉛

マンガン

セレン

イオウ

鍋

葉酸

パントテン酸

ビオチン

イノシトール

ナイアシン

コリン

サイアミン(ビタミンB1)
リボフラビン(ビタミンB2)
ビタミンB6

ビタミンB12

DNA

RNA

4･5g
52･3g
21･9g
3･58
17･8g
l･3g

42･3mg
804mg
632mg
44･6mg
l･048
81･6mg
6･74mg
330ug
12Llg

O･45g
l･69mg
93Hg

5･15mg
77･6 Pg
l･05g
16･2mg
069g
l･95mg
3･12mg
O･18mg
O･31帽
0･08g

試験依頼先 (財)日本食品分析センター

試験成績書発行年月日 平成14年 2月20日
吉式験成績告発行番号 第102013457-001号～
004号

りの解消から ｢肝｣も考えられた.

服用していると生理機能が円滑に営まれ,体

の動きが軽くなるというまさに上薬の効能が

みられた.｢蜂っ子｣の投与によりNX細胞活

性の改善が得られたことから,｢蜂っ子｣には,

補気健牌作用による衛気の改善効果があること

が示唆された.

栄養成分

上記の臨床データでも証明されたように,蜂

の子にはさまざまな症状に対して効果が得られ

る可能性があると思われる.

では蜂の子のどういった成分が,こうした改

善効果をもたらすのであろうか.辻博士は ｢蜂
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表 3 ｢蜂っ子｣に含まれるアミノ酸

アミノ酸 含有量㈲/100
アルギニン 345

リジン 3.39

ヒスチジン ユ.20

フェニルアラニン 2.17

チロシン 215

ロイシン 414

イソロイシン 242
メチオニン 107

バリン 2.90

アラニン 4.36

グリシン 674

プロニン 501

グルタミン酸 7.74
セリン 2.76

スレオニン 211

アスパラギン酸 508
トリプトファン 051

シスチン 0.51

100g中総アミノ酸壷 5771

試験依摘先 (財)日本食品分析センター
試験成績書発行年月日 平成 14年 2月20日

吉武験成績書発行番号 第 100093059-001号

の子の効能は現代の栄養学では,まだ説明がで

きない効能だ.解明されていない微量成分の関

与が示唆されるが,中医学など東洋医学から見

ると,その病態や薬理をある程度説明できる｣

としている.つまり,栄養成分の分析結果だけ

では十分な説明がつかず,蜂児 (蜂の子)には,

東洋医学でいうところの ｢気｣の改善効果があ

ることや,現代科学で解明されていない微量な

有効成分が含まれているのではないかというこ

とであろう.

ここでは,日本食品分析センターに依頼して

行った ｢蜂っ子｣一般栄養成分分析 (表 2)と

アミノ酸分析 (表 3)の結果をもとに蜂の子の

栄養性について検討してみたい.

蜂の子の栄養成分の特徴は,やはり高タンパ

ク質とそのアミノ酸構成の多様さだろう.100

g中 50%強がタンパク質で,遊離のものを含

む必須アミノ酸は非常にバランスよく含まれて

いる.現代の栄養学的には ｢21世紀はアミノ

酸の時代になる｣といわれているほど注目を集

めているアミノ酸であるが,具体的には次の5

つの効果があるといわれている.

1)体力をアップし,疲労回復に役立つ

2)脂肪を燃焼させる効果

3)脳の活性と休息のバランスをとり,知力ア

ップに役立つ

4)新陳代謝を促し,肌をつややかにする

5)免疫力を向上させる

これらの効果は臨床で得られたデータや,愛

用者から寄せられる体験談とも一致している

が,｢蜂っ子｣には即効性もみられることを考

えると,やはりふだんの食生活から得られるア

ミノ酸とは別に,何らかの微量成分が関与する

可能性があるだろう.

またアミノ酸以外にも,ビタミンB1や B2,

B6,B12といった各種ビタミンや,マグネシ

ウム,亜鉛,セレンといったミネラル類も豊富

に含まれている.

｢一物全体｣とは,生命体はすべてバランス

を保って存在しているため,生命体を丸ごと食

することでその素材のもつ栄養バランスをその

まま摂取することができ,それが体にもたいへ

ん有効である,という考え方である.蜂の子と

いう生命体をそのまま丸ごといただくことは,

栄養学的にもたいへん理にかなったことだとい

える.

生産 ･製造体制

こうした効果を最大限に発揮させるため,弊

社では生産から製造までの全工程を徹底管理

し,自然の恵みをそのまま消費者に届けること

にこだわっている.

工程は大きく分けて2つ.中国河北省にある

提携養蜂場での飼育,採取,粉末化と,静岡県

の提携医薬工場でのカプセル充填,パッケージ

ングである (図3).

中国河北省にある提携養蜂場は,北京市の西

側に広がる燕山山脈の広大な自然に囲まれてい

る.少しの農薬に触れただけでも死んでしまう

デリケー トなミツバチが,安心して飛びまわる

ことができるよう都心から遠く離れた,大自然

の中で飼育している.

ローヤルゼリーやハチミツ,花粉などを与え

られて育つミツバチの雄雌児を,21日目を目

安に採取する.21日目にこだわるのは,この

時期が最もアミノ酸を多く含み,水分の含有バ
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図3 (D中国河北省の提携養蜂場,(参工場内に持ち込んだ巣板から蜂児を採取,(勤取り出された後,

分包されて冷凍保存された蜂児,④乾燥工程には20時間をかけ,匂 2時間ごとに乾燥度合

いをチェックする.この後粉末化する,(9滅菌工程を経て日本へ移送された粉末は静岡県内

の提桝工場でカプセル充填する (工場内のカプセル充填機),⑥カプセルの変形や傷などを手

作業で巨l視検査する,⑦品質検査後品質劣化を防ぐためPTPシートに充填,⑧紙箱で包装し,

重量検査など出荷のための最終チェックを行う
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表 4 製造各段階で行われる品質言式験
中国輸出時

一般生菌数,大腸菌群,微生物検査,カビ,

酵母,抗生物質

日本通関時

安息香酸 (防腐剤検査),テトラサイクリン

系抗生物質
カプセル充填医薬工場
一般生菌数.大腸菌群,崩壊試験,大きさ,

重量

最終検査 (日本食品分析センター)
一般生菌数,大腸菌群,総水銀,カドミウム,

鉛,ヒ素,抗生物質,残留農薬,ダイオキシン,

その他アミノ酸やミネラル,ビタミン頬な

どの栄養成分分析

ランスもよく,採取しやすいためである.

この時期を過ぎると成虫に変化を始めるた

め,一部の必須アミノ酸は非必須アミノ酸の原

料として使われ,ミツバチが体を構築するのに

必要だが,栄養としては利用性の低いタンパク

質へと変わってしまう.

また雄蜂を使うのは,働き蜂に比べ,羽化す

るまでに時間がかかり,体も大きい.その分栄

養価を豊富に含んでいるからである.それに雄

蜂は働き蜂と違って花粉媒介やハチミツ生産に

携わることがなく,繁殖期以降は不要となる.

雄蜂利用は養蜂上のこうした観点からも適して

いるのである.

巣板から採り出された蜂の子は新鮮なまます

ぐに冷凍保存される.外気にさらされると,す

ぐに酸化が始まってしまうため,いかに素早く

保存できるかが重要である.

乾燥工場では栄養価を逃がさないよう,20

時間かけてゆっくりと撹拝 しながら乾燥させ

る.この際,2時間おきに乾燥状態をチェック

する.

こうして乾燥した蜂の子を素材に優しい特殊

製法で粉末化し,滅菌工程を経て,静岡県の医

薬品工場へ輸送する.

厳しい受入検査をおこなった後,最新の設備

と衛生管理のもと,カプセル充填がおこなわれ

る.蜂の子のよさをそのまま消費者にわかりや

すい形で届けるため,使用するカプセルは無着

色の透明なカプセルを用いている.充填後,専

任スタッフがひとつひとつ手作業でキズや変形

などをチェックする.品質検査後,商品の劣化

をおさえるため,PTP包装する.紙箱パッケー

ジに梱包した後,重量検査など出荷前の最終チ

ェックを行う.

安全性を徹底させるため,生産地中国から最

終出荷までの品質検査は合計 4回.各段階ごと

に指定項目について分析,検査を行う (表 4).

すべての検査 ･チェック項目をクリアしたもの

だけを最終商品として出荷している.

蜂の子のさらなる可能性を求めて

私たちが蜂の子を扱ってから4年の歳月が流

れた.その間のベ5万人以上の方々に愛用いた

だいているが,さまざまな症状の改善報告は,

日々増え続けている.

疲労回復,滋養強壮,免疫力向上,体質改善

などすでにたくさんの方々から寄せられている

報告.またリウマチや更年期障害の諸症状,め

まい,耳鳴りなどの改善例がある.

蜂の子は,アピセラピーとしての,ハチミツ,

ローヤルゼリー,プロポリス,花粉といったミ

ツバチ生産物の可能性をさらに広げてくれるに

違いない.

(〒04310104 北海道爾志郡乙部町館浦686-2

(樵)ナルミ)
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